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815,015 円

720,000 円

870,000 円

400,000 円

890,800 円

799,000 円

　南本町小学校区における住民交流を促進し、地域活性化を図る
ため、小学校児童が調べた資料を中心に町内会の協力を得て「私
たちの地域の町しらべ」冊子を作成するとともに、子どもたちがつ
くった竹灯籠・ペットボトルにより8月21日に雁木通りを彩り、青田川
堤防で「灯りの夕べ」を実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　地域での各イベントが中止となる中、子どもたちの夏休みの思い
出づくりができ、また、青田川の景観を活用した「灯りの夕べ」を通
じて地域の元気づくりができた。
　今後は、事業の継続を強めていくとともに、小学校と地域が一体
となって「まちづくり」の方向性を検討していく。 事　 業　 費

補 助 金 額

高田区

№01 地域の町しらべ冊子と竹灯篭事業

まちづくりの推進 南本町小学校区まちづくり協議会

事 業 概 要

№02 水墨アートで高田区の文化を創出！上越エリア最大の公募展「上越水墨画フェスティバル」事業

文化・スポーツの振興 上越水墨画フェスティバル実行委員会

事 業 概 要
　水墨画の展示を通じた高田区の賑わいの創出や観光振興を図る
ため、4月2日から6日にミュゼ雪小町において一般公募作品、水墨
作家の作品、小学生の作品による「上越水墨画フェスティバル」を
開催した。また、あすとぴあ高田1階で過去10回の歴史を振り返っ
た記録写真等を展示した。

事業評価・今後の活動の見通し
　コロナ禍で昨年度は実施しなかったが、今年度に実施すること
で、高田駅から観桜会がてらの人からも多く立ち寄っていただき、
たくさんの方に喜んでいただくことができた。
　今回10回目を迎え、次回からは仕切り直して新たな会を開催して
いきたい。 事　 業　 費

事 業 概 要
　青田川の愛護を通じた地域活性化や景観整備を図るため、青田
川沿いに植栽された桜並木の枝払い等を行うとともに、青田川環
境啓発ポスターや青田川学習パンフレットを作成し、流域の小中学
校等に配布し、活用した。

事業評価・今後の活動の見通し
　流域の小学校4年生児童から河川学習の協力をいただく等、河川
愛護の意識高揚等を図ることができた。
　今後は、県が管理する青田川の河川整備（堤防の草刈や川の浄
化活動）にも協力しつつ、河川の環境美化活動を推進していきた
い。 事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№03 青田川桜木整備と環境啓発事業

環境保全・景観形成 青田川を愛する会
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275,476 円

258,000 円

575,750 円

488,000 円

195,896 円

175,000 円

№04 三世代交流のまちづくりを発信する事業

まちづくりの推進 南三世代交流プラザ運営協議会

事 業 概 要
　世代間交流を通じた地域活性化を目的に、8月7日に南三世代交
流プラザで児童も参加して「健康づくり軽体操」と行うとともに、認知
症をテーマに「健康づくり講話会」を実施した。
　なお、「三世代ふれあい広場」はコロナ禍により中止とした。

事業評価・今後の活動の見通し
　コロナ禍で人と人との交流する機会が少なくなっている中、「健康
づくり軽体操」「健康づくり講話会」の実施は、地域の皆さんから好
評だった。
　今後も地域の諸課題について、近隣町内会との連携を深め、地
域のまちづくり強化に繋げていきたい。 事　 業　 費

事 業 概 要
　地域の活性化を図り、交流人口の増加と歴史文化の保全を目的
に、8月29日に大町5丁目で地域住民の参加により、景観に調和し
た色への雁木柱の塗装、景観保全上不適切だと思われるものの
撤去等、手作り街なみ保全事業を実施した。
　なお、コロナ禍により朝市の活性化事業、歴史・景観フォーラムを
中止した。

事業評価・今後の活動の見通し
　景観保全の作業等の実践により、地域住民の地域資源及び景観
に対する価値や意識を高め、地域活性化に資することができた。
　将来的には、高田駅から回遊できる雁木町家景観保全ゾーンを
作り、通年観光による地域活性化を図っていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№05 地域資源を活かした高田まちづくり事業

まちづくりの推進 NPO法人 街なみFocus

№06 地域で「あんしん」子どもへの暴力防止事業

子どもの健全育成 CAP・じょうえつ

事 業 概 要
　子どもへの暴力防止を図り、全ての子どもたちが安心して過ごせ
る社会の実現に向け、市民参加によるワークショップの開催、イン
ターネットの付き合い方セミナー、朝市やイベント会場等における
人権啓発活動を行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　新型コロナウイルス感染症対策のため、人数を絞っての開催と
なったが、人権意識を持ち、子どもたちの置かれている状況に不安
を感じて事業に参加してくれる人が多かった。PR効果か、次年度に
繋がる問い合わせが増えた。相談に繋がるケースもあった。
　今後は、認知度を高めるPR活動、地域での防犯活動、同和教育
推進、暴力防止に繋げていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

高田区
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110,780 円

93,000 円

212,112 円

90,000 円

846,594 円

652,000 円

事 業 概 要
　城下町高田に残る歴史ある地名や行事等を大切にし、次世代に
伝え、賑わいの創出とまちの活性化に繋げることを目的に、9月19
日に雁木通りプラザ広場及び本町通りで「あっぱれ！ご城下高田
の花めぐり」として昭和の結婚式を行い、本町通りを練り歩いた。
　なお、コロナ禍により「お馬出し塾」「ふる里の唄と中山晋平童謡
集コンサート」は中止した。

事業評価・今後の活動の見通し
　「あっぱれ！ご城下高田の花めぐり」で行った一昔前の結婚式の
再現は、多くの人の心を潤し、予想以上の効果・成果を得ることが
できた。
　「お馬出し塾」「ふる里の唄と中山晋平童謡集コンサート」は来年
度に実施したい。今後できる範囲でお馬出しプロジェクトらしい活動
を行っていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

№07 お馬出しプロジェクト事業

まちづくりの推進 お馬出しプロジェクト

№08 上越美術協会の上越地域における美術文化振興事業

文化・スポーツの振興 上越美術協会

事 業 概 要
　上越地域の美術文化の振興及び高田市街地の活性化を目的
に、8月18日から22日にミュゼ雪小町で上越美術協会展を開催す
るとともに、花ロードウィークにあわせて「まちなか美術館」として、
作品を無料で本町商店街に貸し出し、地域に賑わいをもたらした。

事業評価・今後の活動の見通し
　地域美術文化の振興並びに本町通り周辺の市街地の賑わいの
創出と活性化に寄与することができた。
　今後は、より質の高い作品展示と魅力的なイベントにより、多くの
美術愛好家や地域社会に親しまれ、地域の活性化に一層寄与で
きる活動としたい。 事　 業　 費

事 業 概 要
　瞽女ミュージアム高田を拠点として、瞽女の文化を全国に発信
し、高田区の交流人口の増加、観光振興、歴史・文化の保存・活用
を図るため、5月16日に「高田瞽女の妙音講と瞽女唄演奏会」、10
月3日に「盲導犬と旅するお話と越後瞽女唄」を行うとともに、情報
発信等を行った。
　なお、コロナ禍により「門付け再現と瞽女唄演奏会」は中止した。

事業評価・今後の活動の見通し
　瞽女ミュージアム高田には遠方から訪ねて来られる方もあり、平
成21年度から継続してやってきた活動が少しずつ全国へ浸透して
いっている。
　今後は、瞽女ミュージアム高田の内容が充実してきた中、今でき
ることをやりながら、コロナ後の飛躍に期待していきたい。 事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№09 高田瞽女の文化の保存・発信事業

文化・スポーツの振興 NPO法人　高田瞽女の文化を保存・発信する会
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958,360 円

900,000 円

308,000 円

300,000 円

930,184 円

821,000 円

№10 高田城復元模型完成展示会と植木宏先生による「高田城を語る」記録撮影ビデオ作製事業

文化・スポーツの振興 高田城復元ネットワーク

事 業 概 要
　高田城の素晴らしさを市民が再認識し、高田城や高田城址公園
が更に多くの人から愛され、高田区の活性化に繋がることを目的
に、2月26日から3月4日にオーレンプラザで高田城復元模型完成
展示会、郷土史家の植木宏先生による講演会、「高田城を語る」記
録ビデオ上映会を行った。作成した記録ビデオは動画配信して広く
周知した。

事業評価・今後の活動の見通し
　多くの市民に「高田城の歴史的価値」を伝えることができた。記録
ビデオの配信により、市民からの反響も大きかった。
　次年度も記録ビデオの作製を中心に活動をしていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

№11 高田世界館周辺散策マップリニューアル事業

観光振興 NPO法人　街なか映画館再生委員会

事 業 概 要
　高田世界館前の高田小町広場を中心に地域の魅力を高め、街な
か回遊型観光を推進するため、令和元年度に地域活動支援事業
を活用して作成した高田小町界隈散策のマップ及び看板をリニュ
ーアルした。

事業評価・今後の活動の見通し
　リニューアルしたマップ、看板による訪問者の高田の街なかの回
遊があり、街なか回遊型観光の推進に寄与した。
　今後は、高田世界館を中心に観光が広がる中で、訪問者増加に
より高田小町地域近隣で商業的受益がある者同士で広告掲載等
の原資をつくり、継続していきたい。 事　 業　 費

補 助 金 額

№12 風鈴街道in雁木2021事業

まちづくりの推進 越後高田・雁木ねっとわーく

事 業 概 要
　雁木を歴史的文化遺産として市民に認識してもらい、歴史景観を
後世に残していくための機運の醸成を図るとともに、観光振興に役
立てるため、8月1日からお盆の間に雁木の軒先へ風鈴を飾りつけ
た。また、3月10日、11日に市民プラザで写真コンテストを行うととも
に、写真を中心とした雁木を紹介する冊子の作成等を行った。
　なお、コロナ禍により雁木の維持等に関する懇談会は中止した。

事業評価・今後の活動の見通し
　雁木の価値を市民の皆さんに広く認識してもらい、雁木でつなが
るまちの生き方と歴史景観を後世に残していくための機運の醸成
を図ることができた。
　今後は、特に首都圏への発信を意識し、Jネット会員の皆さんへ
の情報発信を計画していきたい。 事　 業　 費

補 助 金 額

高田区
（南部まちづくりセンター） 4



1,331,941 円

925,000 円

№13 北部地域の文化・賑わいを創出する事業

まちづくりの推進 高田区北部振興会

事 業 概 要
　世代間・団体間の交流を深め、地域活性化を図るため、11月3日
から20日に陀羅尼紅葉まつりを開催し、ライトアップによる景観の
創出や野外演奏会を実施した。また、地元出身の童話作家である
小川未明生誕の地の看板を幸町内に設置した。

事業評価・今後の活動の見通し
　事業の実施により高田区北部地域の文化の醸成に寄与するとと
もに、地域の方々に活気を与えることができた。また、小川未明生
誕の地の看板の設置により、小川未明の功績について地域の方
の理解を深めることができた。
　今後は、ワンランク上の高田区の秋のイベントとして知名度アップ
を狙い、広範囲にわたって広報活動を行う計画である。

事　 業　 費

補 助 金 額
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